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配
電
順
位
等
級
表

野
　
﨑
　
哲
　
司

・
資
料
発
見
の
経
緯

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
配
電
順
位
等
級
表
」
は
私
が
日
出
町
教
育
委
員

会
主
催
の
致
道
館
塾
に
お
い
て
平
成
26
年
３
月
に
「
人
間
魚
雷
回
天
及

び
大
神
基
地
」
と
題
し
て
発
表
さ
せ
て
頂
い
た
際
に
、
そ
の
調
査
過
程

で
参
考
に
し
た
資
料
の
１
つ
で
、
大
分
県
立
公
文
書
館
所
蔵
資
料
の

「
電
気
省
局
往
復
書
類
綴（
保
安
課
昭
和
20
年
１
月
～
昭
和
20
年
12
月
）」

の
中
に
あ
っ
た
資
料
で
あ
る
。

　
「
配
電
順
位
等
級
表
」
は
昭
和
20
年
１
月
頃
に
作
成
さ
れ
た
（
作
成

者
は
不
明
）
も
の
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
当
時
の
大
分
県
警
察
部
保

安
課
が
管
理
し
て
い
た
。

　

本
資
料
に
は
肝
心
の
大
神
基
地
に
関
す
る
記
載
は
見
当
た
ら
な
か
っ

た
。
理
由
は
作
成
さ
れ
た
時
期
が
大
神
基
地
開
隊
の
昭
和
20
年
４
月
20

日
よ
り
以
前
か
、
特
攻
訓
練
基
地
の
秘
匿
目
的
が
考
え
ら
れ
る
。

・
軍
部
に
よ
る
電
力
の
掌
握
と
渇
水
期
対
策

　

太
平
洋
戦
争
が
徐
々
に
敗
色
が
濃
厚
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
、
昭
和
18

年
10
月
８
日
、
東
條
英
機
内
閣
は
閣
議
決
定
で
「
軍
需
省
設
置
要
綱
」

を
定
め
る
と
、
日
本
発
送
電
の
監
督
官
庁
で
あ
っ
た
運
輸
通
信
省
電
気

庁
は
軍
需
省
電
気
局
と
し
て
編
入
さ
れ
た
（
軍
需
大
臣
は
東
條
英
機
内

閣
総
理
大
臣
が
兼
任
）。

　

昭
和
18
年
12
月
31
日
に
は
「
戦
闘
機
の
飛
躍
的
増
産
」
及
び
「
物
的

戦
力
増
産
」
を
主
眼
に
お
い
た
「
電
力
動
員
緊
急
措
置
に
関
す
る
件
」

を
閣
議
決
定
し
戦
時
体
制
の
維
持
を
図
ろ
う
と
し
た
。

　

昭
和
19
年
１
月
15
日
付
け
で
軍
需
次
官
だ
っ
た
岸
信
介
の
名
前
で
当

時
の
大
分
県
知
事
宛
て
に
送
ら
れ
た
「
一
九
電
第
九
三
号
（
大
分
県
管

理
番
号
・
保
電
第
二
三
号
）「
電
力
動
員
緊
急
措
置
に
関
す
る
件
」
に

よ
る
閣
議
決
定
の
要
点
は
左
記
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　

１
．
本
年
度
末
迄
に
水
力
発
電
所
建
設
完
遂
の
こ
と

　

２
．
豊
水
電
力
及
夜
間
電
力
の
活
用
の
こ
と

　

３
．
電
力
合
理
化
の
実
施
の
こ
と

　

４
．
自
家
火
力
発
電
所
の
動
員
の
こ
と

資
料
紹
介
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同
時
に
民
間
へ
の
電
力
供
給
は
鉄
道
、
通
信
、
家
庭
用
電
力
と
い
っ

た
必
要
最
小
限
の
供
給
に
絞
り
、
電
力
も
事
実
上
軍
部
が
掌
握
す
る
状

態
に
な
っ
た
。

　

ま
た
渇
水
期
に
お
け
る
節
電
指
導
の
徹
底
を
政
府
か
ら
知
事
宛
て
に

出
し
て
い
る
。
昭
和
19
年
１
月
24
日
の
「
一
九
電
第
二
二
四
号
（
大
分

県
管
理
番
号
・
保
電
第
三
一
号
）「
渇
水
期
に
於
け
る
電
力
消
費
節
約

の
指
導
徹
底
に
関
す
る
件
」」
に
よ
る
と
、
戦
力
増
強
の
た
め
に
必
要

な
最
重
要
国
防
産
業
へ
の
電
力
需
要
は
著
し
く
増
大
し
て
い
る
が
、
冬

期
の
最
渇
水
期
の
た
め
水
力
発
電
力
は
著
し
く
減
退
し
て
い
る
。
火
力

発
電
所
は
石
炭
の
入
手
が
諸
般
の
事
情
で
極
め
て
困
難
な
状
況
に
あ

る
。
最
重
要
産
業
に
は
電
力
消
費
規
正
を
断
行
す
る
が
、
よ
り
一
層
の

成
果
を
あ
げ
る
た
め
に
国
民
に
よ
る
電
力
節
減
の
協
力
が
非
常
に
重
要

で
あ
る
と
し
、
徹
底
的
に
電
力
節
減
を
指
導
す
る
こ
と
を
定
め
た
。

　

昭
和
19
年
２
月
に
は
小
磯
内
閣
が
「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
」
を
発
令
、

全
て
の
物
資
を
戦
時
体
制
維
持
の
た
め
に
軍
需
に
徴
用
す
る
方
針
を
打

ち
出
し
た
。

・
配
電
等
級
に
つ
い
て

　

大
分
県
内
に
お
け
る
配
電
等
級
が
い
つ
定
め
ら
れ
た
の
か
現
段
階
で

は
不
明
だ
が
、
九
州
配
電
大
分
支
店
が
「
参
考
」
と
し
て
あ
げ
た
資
料

が
あ
る
。

　

昭
和
19
年
５
月
４
日
「
臨
時
停
電
に
関
す
る
件
―
九
配
大
分
支
店
よ

り
報
告
―
」
に
よ
る
と
、
水
の
減
少
に
よ
る
水
力
発
電
量
が
減
少
し
て

い
る
時
に
、
日
発
戸
畑
発
電
所
（
出
力
１
０
６
，
０
０
０
kw
）
の
汽
缶

６
本
中
４
本
が
故
障
し
て
し
ま
っ
た
。
対
策
と
し
て
九
州
全
体
と
し
て

４
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
制
限
が
必
要
と
な
り
、
大
分
県
の
制
限
割
り
当
て

は
６
千
kw
で
あ
っ
た
。

　

対
策
実
施
方
針
と
し
て
は
左
の
通
り

　

１
．
電
灯
は
点
灯
。

　

２
．
電
車
は
台
数
を
減
じ
制
限
。

　

３
．
大
口
需
要
家　

　
　

Ａ
：
佐
賀
関
精
錬
所
50
％
の
制
限
。

　
　

Ｂ
：
富
士
紡
績
等
・
作
業
停
止　

但
送
電
す
る
も
点
灯
の
み
。

　
　

Ｃ
：
一
般
動
力
・
送
電
す
。
但
し
負
担
大
な
れ
ば
停
止

　

参
考
・
大
分
市
と
し
て
は

　

一
級　

航
空
隊
・
航
空
廠
・
水
道
・
無
電
・
無
電
・
電
信
・
電
話

　

二
級　

市
役
所
・
陸
軍
兵
舎
・
大
分
駅
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三
級　

電
車
・
陸
軍
病
院

　

四
級　

警
察
署
・
刑
務
所
・
中
島
製
作
所
・
小
駅

　

五
級　

富
士
紡
・
鐘
紡
衣
料
工
場

　

六
級　

電
灯
・
電
力

　

七
級　

電
灯
・
電
力

　

た
だ
し
最
重
要
一
級
配
電
よ
り
供
給
さ
れ
て
い
る
近
く
に
七
級
が

あ
っ
た
と
し
て
も
停
電
さ
せ
な
い
と
な
っ
て
い
た
。

　

第
１
表
は
「
大
分
」
地
区
の
配
電
等
級
で
あ
る
。
航
空
隊
や
航
空
厰

が
あ
っ
た
関
係
で
、軍
事
最
優
先
だ
っ
た
の
が
わ
か
る
。
第
２
表
は「
別

府
」
及
び
「
浜
脇
」
地
区
の
配
電
等
級
表
で
あ
る
。
大
き
な
軍
事
施
設

が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
上
水
道
や
通
信
関
係
・
サ
イ
レ
ン
に
割
り

振
ら
れ
て
い
る
。

　

今
で
も
別
府
市
公
会
堂
に
残
さ
れ
て
い
る
サ
イ
レ
ン
へ
の
配
電
順
位

が
高
か
っ
た
の
は
興
味
深
い
。

　

大
分
県
内
の
発
電
所
も
当
時
は
豊
富
な
水
系
を
利
用
し
た
水
力
が
主

力
だ
っ
た
。
最
渇
水
期
に
お
け
る
水
力
発
電
の
発
電
力
量
が
少
な
く
な

る
の
は
死
活
問
題
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

第
３
表
は
昭
和
18
年
１
月
か
ら
昭
和
20
年
12
月
ま
で
の
降
水
量
デ
ー

タ
だ
が
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
降
水
量
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

昭
和
20
年
１
月
７
日
に
は
九
州
軍
需
監
理
部
か
ら
大
分
県
知
事
宛
て

に
軍
需
監
理
部
指
定
の
県
内
業
者
に
対
し
、
配
電
規
正
に
よ
り
昭
和
20

年
２
月
の
配
電
電
力
は
昭
和
20
年
１
月
実
績
消
費
電
力
の
90
パ
ー
セ
ン

ト
に
す
る
と
い
う
命
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

第
４
表
は
「
配
電
順
位
等
級
表
」
を
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
、

大
分
県
に
は
大
分
市
・
宇
佐
市
・
佐
伯
市
に
は
海
軍
航
空
隊
の
基
地
が

あ
り
、
ま
た
第
十
二
航
空
技
廠
が
大
分
市
内
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
軍

事
関
連
施
設
に
優
先
的
に
電
力
が
送
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
資
料

か
ら
で
も
わ
か
っ
た
。

　

今
後
も
調
査
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

参
考
資
料
・
文
献

　
『
国
家
総
動
員
史
』　

資
料
編　

第
３　

石
川
準
吉
著　

国
家
総
動

員
史
刊
行
会　

１
９
７
５
．
12

　
『
軍
需
省
関
係
資
料
』　

第
８
巻　

軍
需
省
関
係
政
策
資
料　

１
９
９
７　

pp. 

95

－

102

　

お
お
い
た
文
庫
⑥
『
大
分
の
電
力
史
』　

高
橋
真
澄　
（
株
）
ア
ド
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バ
ン
ス
大
分　

昭
和
56
年
9
月
25
日

大
分
県
公
文
書
館
所
蔵
資
料

　

１
９
９
５
０
５
０
５
４
０　

電
気
局
通
牒
関
係
（
九
）（
軍
需
省

告
示
及
通
牒
・
電
力
）
よ
り

　

一
九
電
第
九
三
号
（
保
電
第
二
三
号
）『
電
力
動
員
緊
急
措
置

に
関
す
る
件
』
昭
和
19
年
１
月
15
日

　

一
九
電
第
二
二
四
号
（
保
電
第
三
一
号
）『
渇
水
期
に
於
け
る

電
力
消
費
節
約
の
指
導
徹
底
に
関
す
る
件
』
昭
和
19
年
１
月
24
日

　
『
臨
時
停
電
に
関
す
る
件
―
九
配
大
分
支
店
よ
り
報
告
―
』
昭

和
19
年
５
月
４
日

　

１
９
９
５
０
６
０
０
５
３　

電
気
省
局
往
復
書
類
綴
（
保
安
課
昭

和
20
年
１
月
～
昭
和
20
年
12
月
）
よ
り

　
『
配
電
順
位
等
級
表
』

　

二
〇
九
軍
監
業
第
八
五
七
号
（
労
電
第
二
九
号
）「
昭
和
19
年

８
月
１
日
軍
需
省
告
示
第
５
０
７
号
に
依
る
電
力
消
費
規
正
に
伴

う
電
力
配
当
の
件　

通
牒
」
昭
和
20
年
１
月
７
日

第１表　大分地区配電順位一覧表

供給順位
需要家

名　　　　称 用途

1

第十二海軍航空廠大分工場、大分海軍航空隊、
第十二海軍航空隊、無線通信局、電話局、市上水道、
電信局、第十二海軍航空廠春日浦工場、海軍基地第、
十二海軍航空廠

軍用、通信、揚水

2 航空標示灯、市役所、市防空本部、陸軍少飛行兵学校、
陸軍病院、放送局、県防空本部、大分駅

軍用、サイレン、
公共、交通

3 中島製作所、安部鉄工所、別大電鉄、県立病院、憲兵隊、
大分連隊区 軍用、公共、交通

4 合同新聞、同盟通信、刑務所、警察署 通信、官公

5 鐘燃大分工場、津留灌漑用水、人毛揚水場、大分製紙、
東洋産業、電灯電力

化学、揚水、
製紙、製材、一般

6 滝尾変電所、電灯電力、電力 揚水、一般
7 電灯電力、電力 一般

1995060053　電気省局往復書類綴（保安課昭和20年1月～昭和20年12月）「配電順位等級表」より
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第２表　別府・浜脇地区配電順位一覧表

別府地区配電順位一覧表

供給順位 需要家
名　　　　称 用途

1 別府市上水道、別府郵便局通信 公共、通信
2 公会堂サイレン 公共
3 陸軍病院、傷疾軍人療養所、別府瓦斯、海軍病院 軍用、公共
4 九大病院、別府駅、防空警報灯、亀川駅、亀川サイレン、

朝日サイレン、防空警報灯 公共、交通
5 食料営団、富士見製氷、別府製氷、山家製氷 食料
6 火葬場、電灯電力、電灯 公共、一般
7 電灯電力、電灯 一般

浜脇地区配電順位一覧表

供給順位 需要家
名　　　　称 用途

1 別府電話局 通信
2 別府市役所、別大電鉄 公共、交通
3 ― ―
4 別府警察署、別府憲兵分駐所、東別府駅、別府市役所 官公、軍用、交通、

電灯
5 帝国水産統制会社、食料営団 食料、公共
6 電灯電力、電灯 一般
7 電灯電力、電灯 一般

1995060053　電気省局往復書類綴（保安課昭和20年1月～昭和20年12月）「配電順位等級表」より

第３表　大分・日田地方の降水量
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第４表　配電順位等級表
発変電所名 需要家 契約電力

名　称 用　途 供給順位 昼　間 夜　間
大分 鐘燃大分工場 化学 5 2000 2000
大分 鐘燃大分工場 化学 5
大分 第十二海軍航空廠

大分工場 軍用 1 150 150
大分 大分海軍航空隊 軍用 1 170 170
大分 第十二海軍航空隊 軍用 1 80 80
大分 航空標示灯 軍用 2
大分 無線通信局 通信 1 12.5 12.5
大分 滝尾変電所 揚水 6
大分 津留灌漑用水 揚水 5 56 56
大分 電灯電力 一般 6
大分 電灯電力 一般 7
大分 電話局 通信 1 20 20
大分 市役所 サイレン 2 10 10
大分 市防空本部 公共 2 10 10
大分 人毛揚水場 揚水 5 100 100
大分 大分製紙 製紙 5 150 150
大分 合同新聞 通信 4 59 59
大分 同盟通信 通信 4 1 1
大分 電灯電力 一般 7
大分 市上水道 揚水 1 120 120
大分 刑務所 官公 4 15 15
大分 電灯電力 一般 6
大分 電灯電力 一般 7
大分 電信局 通信 1
大分 警察署 官公 4
大分 陸軍少飛行兵学校 軍用 2 50 50
大分 陸軍病院 軍用 2 18 18
大分 中島製作所 軍用 3 125 125
大分 電灯電力 一般 5
大分 電灯電力 一般 6
大分 電灯電力 一般 7
大分 第十二海軍航空廠

春日浦工場 軍用 1 95 95
大分 放送局 公共 2 14 14
大分 県防空本部 公共 2 15 15
大分 中島製作所 公共 3 1 1
大分 安部鉄工所 軍用 3 168 168
大分 電灯電力 一般 5
大分 電灯電力 一般 6
大分 電灯電力 一般 7
大分 別大電鉄 交通 3 300 300
大分 電灯電力 一般 6
大分 電灯電力 一般 7
大分 海軍基地 軍用 1 150 150
大分 第十二海軍航空廠 軍用 1 80 80
大分 県立病院 公共 3
大分 憲兵隊 軍用 3
大分 大分連隊区 軍用 3
大分 大分駅 交通 2 90 90
大分 東洋産業 製材 5 75 75
大分 電灯電力 一般 5
大分 電灯電力 一般 6
大分 電灯電力 一般 7
大分 電灯 一般 6
大分 電灯 一般 7
浜脇 別府警察署 官公 4
浜脇 別府憲兵分駐所 軍用 4
浜脇 帝国水産統制会社 食料 5 55 55
浜脇 東別府駅 交通 4
浜脇 電灯電力 一般 6
浜脇 電灯電力 一般 7
浜脇 別府電話局 通信 1
浜脇 別府市役所 サイレン 2
浜脇 別府市役所 電灯 4
浜脇 食料営団 公共 5
浜脇 電灯電力 一般 6
浜脇 電灯電力 一般 7
浜脇 電灯 一般 6
浜脇 電灯 一般 7
浜脇 別大電鉄 交通 2 400 400
滝尾 日本染料 化学 4 600 600
滝尾 第十二海軍航空廠 軍用 1 600 600

軍用 1 2000 2000
鶴崎 大同製鋼株式会社 製鋼 5 950 950

冨士紡 冨士紡 紡績 7 800 800
日出 九州電気工業 化学 5 1800 1800
日出 九州電気工業 化学 5

発変電所名 需要家 契約電力
名　称 用　途 供給順位 昼　間 夜　間

日出 八幡鉱業 製鋼 5 600 600
日出 保土谷化学 化学 5 500 500
日出 海軍通信学校 軍用 2 35 44
日出 日出町サイレン 公共 2
日出 日出警察署 官公 4
日出 日出駅 交通 4
日出 豊岡駅 交通 4
日出 電灯電力 一般 7
日出 陸軍兵器補給所 軍用 3 15 33
日出 電灯電力 一般 7
須崎 津端電気利用組合 一般 7
飯田 電灯電力 一般 7
広瀬 電灯電力 一般 7
広瀬 電灯電力 一般 7

女子畑 鮮生産業溝部鉱業 採鉱
女子畑 電灯電力 一般 7
溝部 石原産業旭金山 採鉱
黒渕 電灯 一般 7
小国 電灯電力 一般 7
湯山 電灯電力 一般 7
森 電灯電力 一般 6
森 電灯電力 一般 7
森 豊後森駅 交通 3
森 電灯電力 一般 6
森 電灯電力 一般 7

町田第一 電灯 一般 7
町田第二 電灯電力 一般 7

日田 市役所 官公 2
日田 警察署 官公 4
日田 郵便局 官公 3
日田 電灯電力 一般 6
日田 電灯電力 一般 7
日田 日田駅 交通 4
日田 電灯電力 一般 6
日田 電灯電力 一般 7
日田 電灯電力 一般 6
日田 電灯 一般 6
日田 中央発条会社 航空機部品 3
石井 電灯電力 一般 7

滝ノ脇 日本産金仁田原鉱業 採鉱
千々岩 星野製錬所

竹田第一 竹田町水道 水道 2
竹田第一 郵便局 通信 4
竹田第一 警察署 官公 4
竹田第一 病院 医療 5
竹田第一 電灯電力 一般 6
竹田第一 電灯電力 一般 7
竹田第一 竹田駅 起重機 6
竹田第一 竹田機関庫 給水 5
竹田第一 警察署 給水 4 2 2
竹田第一 電灯電力 一般 5
竹田第一 電灯電力 一般 6
竹田第一 電灯電力 一般 7
竹田第一 武田化成 化学 3 1000 1000
竹田第一 中津精機製作所 鉄工 4 79 79
竹田第一 大貞海運通信学校 軍用 2 35 35
竹田第一 電灯電力 一般 6
竹田第一 電灯電力 一般 7
竹田第一 電灯電力 一般 7
竹田第一 神戸製鋼 製鋼 2 2000 2000
竹田第一 刑務所 電灯 4 1 1

別府 別府市上水道 公共 1
別府 公会堂サイレン 公共 2
別府 陸軍病院 軍用 3
別府 傷疾軍人療養所 軍用 3 25 25
別府 九大病院 公共 4 55 12
別府 火葬場 公共 6
別府 食料営団 食料 5
別府 電灯電力 一般 6
別府 電灯電力 一般 7
別府 別府駅 交通 4
別府 電灯電力 一般 6
別府 電灯電力 一般 7
別府 別府瓦斯 公共 3
別府 富士見製氷 食料 5
別府 別府製氷 食料 5
別府 山家製氷 食料 5
別府 別府郵便局通信 通信 1
別府 防空警報灯 公共 4
別府 電灯電力 一般 6
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発変電所名 需要家 契約電力
名　称 用　途 供給順位 昼　間 夜　間

別府 電灯電力 一般 7
別府 電灯 一般 6
別府 電灯 一般 7
別府 亀川駅 交通 4
別府 亀川サイレン 公共 4
別府 朝日サイレン 公共 4
別府 海軍病院 軍用 3 50 50
別府 防空警報灯 公共 4
別府 電灯電力 一般 6
別府 電灯電力 一般 7
杵築 小倉陸軍兵器補給廠

守江常給班 軍用 4
杵築 電灯電力 一般 6
杵築 電灯電力 一般 7
杵築 杵築駅 交通 5
杵築 電灯電力 一般 6
杵築 電灯電力 一般 7
杵築 警察署 官公 5
杵築 電灯電力 一般 6
杵築 電灯電力 一般 7
鶴川 西部7438部隊 軍用 1
鶴川 電灯電力 一般 6
鶴川 電灯電力 一般 7
鶴川 警察署 官公 6
鶴川 電灯電力 一般 6
鶴川 電灯電力 一般 7
鶴川 サイレン 公共 6
鶴川 電灯電力 一般 7
金堂 日本鉱業 採鉱 5 400 400
金堂 国徳鉱山 採鉱 5 95 95
金堂 立石駅 交通 5
金堂 立石駅 一般 6
金堂 中山香駅 交通 5
金堂 電灯電力 一般 6
金堂 電灯電力 一般 7

柳ヶ浦 宇佐海軍通信学校 軍用 1 35 35
柳ヶ浦 海軍航空隊障害物

表示灯 軍用 2
柳ヶ浦 電灯電力 一般 6
柳ヶ浦 電灯電力 一般 7
柳ヶ浦 電灯 一般 7
坂ノ市 東京第二陸軍造兵隊 軍用 1 400 400
坂ノ市 佐賀関上水道 公共 2 50 50
坂ノ市 豊予要塞司令部 軍用 3
坂ノ市 幸陸軍用地 軍用 4
坂ノ市 防空警報灯 公共 4
坂ノ市 佐賀関鉄工機械業 機械 4 50 50
坂ノ市 電灯電力 一般 6
坂ノ市 電灯電力 一般 7
佐賀関 日本鉱業 金属 3 9500 9500
佐賀関 鶴崎警察署 公共 4
佐賀関 鶴崎鉄工有限会社 機械 4 50 50
佐賀関 興喜化学鶴崎工場 化学 4 15 15
佐賀関 大分造船株式会社 造船 5 25 25
佐賀関 大分食料工業株式会社 食料 5 20 20
佐賀関 電灯電力 一般 5
佐賀関 電灯電力 一般 6
佐賀関 電灯電力 一般 7
臼杵 臼杵鉄工所 造船 3 350 350
臼杵 臼杵上水道 公共 2 30 30
臼杵 熊本専売出張所 官公 5 110 110
臼杵 臼杵警察署 官公 4
臼杵 東九州造船会社 造船 5 75 75
臼杵 日本蚕糸製造会社 製糸 5 40 40
臼杵 大塚鉄工所 内燃機械 4 51 51
臼杵 臼杵上臼杵駅 交通 4
臼杵 電灯電力 一般 5
臼杵 電灯電力 一般 6
臼杵 電灯電力 一般 7
臼杵 下ノ江海上信号灯 公共 2
臼杵 東九州造船会社 造船 5 60 60
臼杵 日本蚕糸製造会社 揚水 5 10 10
臼杵 大塚鉄工所 内燃機械 4 13 13
臼杵 熊崎下ノ江駅 交通 5
臼杵 電灯電力 一般 6
臼杵 電灯電力 一般 7
臼杵 臼杵臼杵駅 交通 4
臼杵 電灯 一般 7

津久見 小野田セメント工場 窯業 5 800 800
津久見 一般大口電力 窯業 7

発変電所名 需要家 契約電力
名　称 用　途 供給順位 昼　間 夜　間

津久見 貝島化学 採石 7 340 340
津久見 浅野セメント 採石 7 200 200
津久見 岩崎顕一郎 採石 7 250 250
津久見 電灯電力 一般 7
津久見 津久見駅 交通 4
津久見 旭工業 化学 5 75 75
津久見 電灯電力 一般 6
津久見 電灯電力 一般 7
津久見 電灯電力 一般 7
佐伯 佐伯海軍航空隊 軍用 1 100 100
佐伯 佐伯防備隊 軍用 1 50 50
佐伯 佐伯軍需部 軍用 3 50 50
佐伯 佐伯施設部 軍用 3 400 400
佐伯 佐伯施設部 軍用 1 40 40
佐伯 市上水道 公共 1 75 75
佐伯 電灯電力 一般 7
佐伯 保戸島海軍施設 軍用 1 6 6
佐伯 東九州造船会社 造船 5 100 100
佐伯 浅野セメント 採石 5 300 300
佐伯 海軍標識灯 軍用 1 0.2
佐伯 電灯電力 一般 6
佐伯 南部合同造船 造船 3 50 50
佐伯 下堅田海軍施設 軍用 1 30 30
佐伯 大島海軍施設 軍用 1 6 6
佐伯 海軍標識灯 軍用 1 25 25
佐伯 鶴見崎陸軍施設 軍用 1 3 3
佐伯 鶴見崎陸軍施設 軍用 1 1 1
佐伯 女島海軍施設 軍用 1 15 15
佐伯 葛海軍施設 軍用 1 10 10
佐伯 無電分室 通信 1 4 4
佐伯 警察署 官公 4 1 1
佐伯 憲兵隊 軍用 3
佐伯 佐伯製氷 食料 5 30 30
佐伯 佐伯駅 官公 3 8 8
佐伯 電灯電力 一般 6
佐伯 電灯電力 一般 7
佐伯 電灯電力 一般 6
佐伯 電灯電力 一般 7
佐伯 帝玉鉱業開発株式会社 鉱業 4 300 300

丸市尾 芹崎海軍施設 軍用 1 21 21
丸市尾 海軍標識灯 軍用 1
丸市尾 電灯電力 一般 7
丸市尾 電灯電力 一般 7
丸市尾 電灯電力 一般 7
丸市尾 電灯電力 一般 7
篠原 電灯電力 一般 6
篠原 電灯電力 一般 7
今畑 電灯電力 一般 6
柿原 電灯電力 一般 6
柿原 電灯電力 一般 7
鮎川 電灯電力 一般 7
畑 電灯電力 一般 7

笹川 電灯電力 一般 6
笹川 電灯電力 一般 7
今村 電灯 一般 7

湯平第二 電灯 一般 7
木浦 東洋鉱山 採鉱 5 60 60
木浦 岩戸鉱山 採鉱 6 100 100
木浦 電灯電力 一般 7

左右知 電灯電力 一般 7
上井田 電灯電力 一般 7
茜川 電灯電力 一般 7

上尾平 尾平三菱鉱業 採鉱 4 640 640
新沈墮 三重警察署 官公 4
新沈墮 電灯電力 一般 7
新沈墮 電灯電力 一般 7
新沈墮 電灯電力 一般 7
軸丸 電灯電力 一般 7
軸丸 電灯電力 一般 7

小富士 富士緒井路組合 事業 7 200 200
小富士 電灯 一般 7

1995060053　電気省局往復書類綴（保安課昭和20年1月～昭和20年12
月）「配電順位等級表」より


